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　当
組
合
の
第
57
期
通
常

総
会
を
６
月
14
日
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
会
場
は
完

成
し
た
ば
か
り
の
内
陸
工

業
団
地
新
会
館
大
会
議
室

で
し
た
。

　通
常
総
会
は
１
年
の
組

合
活
動
を
振
り
返
り
、
新

年
度
に
向
け
た
事
業
を
審

議
す
る
重
要
な
場
で
す
。

　今
年
５
月
の
コ
ロ
ナ
感

計
画
並
び
に
予
算
案
承
認
」

「
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
の

方
法
決
定
」
「
借
入
金
の
最

高
限
度
額
決
定
」
「
役
員
報

酬
決
定
」
「
団
地
会
館
管
理

運
営
規
約
変
更
」
「
役
員
変

更
」
の
７
議
案
を
審
議
。
全

議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　令
和
５
年
度
に
お
い
て

は
、
新
会
館
を
新
た
な
拠
点

に
、
引
き
続
き
、
持
続
可
能

新年度にむけて思いを新たにする総会となりました

な
新
た
な
工
業
団
地
の
姿
を

模
索
し
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
に
沿
っ
た
活
動

や
、
組
合
員
の
福
利
厚
生
や

安
全
衛
生
に
関
す
る
事
業
、

防
犯
・
防
災
や
交
通
問
題
な

ど
に
取
り
組
み
、
団
地
の
抱

え
る
重
要
課
題
に
つ
い
て
、

厚
木
市
・
愛
川
町
と
連
携
し

柔
軟
で
多
角
的
な
検
討
を
進

め
て
参
り
ま
す
。

染
症
５
類
引
き
下
げ
に
伴

い
、
久
方
ぶ
り
と
な
る
多
数

の
来
賓
に
ご
臨
席
を
賜
り
、

組
合
員
企
業
の
皆
様
の
ご
出

席
に
よ
る
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
当
日
の
会
場
に
は
、
歳

原
博
幸
理
事
長
を
は
じ
め
役

員
、
組
合
員
様
な
ど
約
70
人

が
出
席
い
た
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
６
月
に
竣
工
し
た

ば
か
り
の
新
会
館
の
お
披
露

目
も
兼
ね
た
総
会
と
な
り
、

決
意
新
た
に
、
晴
れ
や
か
な

総
会
と
な
り
ま
し
た
。

　冒
頭
、
歳
原
理
事
長
は
、

１
９
６
５
年
に
県
央
地
域
の

産
業
発
展
の
礎
と
し
て
創
立

し
て
か
ら
の
当
団
地
を
振
り

返
り
、
組
合
員
企
業
の
皆
様

と
共
に
歩
ん
で
き
た
歴
史
に

感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
、
脱
炭
素
化
な
ど
近
年

の
地
域
経
済
圏
を
取
り
巻
く

社
会
の
変
化
に
触
れ
な
が
ら

「
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
経
済

発
展
の
礎
に
」
と
新
年
度
へ

の
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

　議
事
で
は
「
令
和
４
年
度

事
業
報
告
並
び
に
決
算
報
告

承
認
」
「
令
和
５
年
度
事
業

令和5年6月14日
内陸工業団地新会館にて
新年度事業計画など7議案を審議

新会館で決意も新たに
第57期通常総会を開催いたしました

新会館６月竣工
「自然と調和」基本理念体現

　当
組
合
が
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
、
内
陸
工
業
団
地
会

館
の
建
て
替
え
工
事
が
完
了

し
、
新
会
館
が
６
月
に
竣
工

い
た
し
ま
し
た
。

　築
50
年
以
上
が
経
過
し
、

隣
接
す
る
会
館
駐
車
場
の
敷

地
に
建
造
し
た
も
の
で
す
。

事
務
局
機
能
と
会
議
室
を
備

え
た
平
屋
作
り
で
、
面
積
は

４
０
２
平
方
メ
ー
ト
ル
。
時

代
に
あ
わ
せ
て
コ
ン
パ
ク
ト

な
設
計
と
な
り
ま
し
た
。

　準
備
、
工
事
に
あ
た
り
、

組
合
員
企
業
の
皆
様
に
も
ご

不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
も

ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
に
改
め
て
感

謝
い
た
し
ま
す
。
今
後
も
、

旧
会
館
の
解
体
、
駐
車
場
整

備
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
引
き
続
き
ご
理
解
、
ご

協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

上部…組合の基本理念「自然と調和す
る公害のない緑豊かなモデル
工業団地」に寄り添う、木の意
匠を取り込んだ建物

❶大ホールにはプロジェクター設備
など完備
❷会館玄関正面には新設したパネル

❷❶

2023年（令和5年）8月11日発行

第100号

だんち

だより

旧団地会館の完成前から発行を
続けて参りました「だんちだより」
もお陰様で100号を迎えました。

内陸工業団地軟式野球大会結果

Aクラス
【優　勝】㈱ト－モク
【準優勝】AGC㈱A
Bクラス
【優　勝】㈱テーオーリネンサプライ
【準優勝】ダイアボンド工業㈱

Aクラス
【最優秀選手賞】仲里 健吾（㈱ト－モク）
【敢　闘　賞】内田 希望（AGC㈱A）
Bクラス
【最優秀選手賞】倉林 昌也
                    （㈱テーオーリネンサプライ）
【敢　闘　賞】野口 悟（ダイアボンド工業㈱）

Aクラス【優勝】㈱ト－モク Ｂクラス【優勝】㈱テーオーリネンサプライ
　　　　【準優勝】ダイアボンド工業㈱

個 

人 

賞

当組合恒例の軟式野球
大会が6月4日から7月
16日にかけて開催され
ました。白熱の試合の結
果、今年度の優勝・準優
勝が決定いたしました。

Aクラス【準優勝】AGC㈱A

　新型コロナの感染拡大も一段落
したと感じていたところ、急速に感
染者が増え「第７波」突入かとの情
報も出始めています。また、ロシアに
よるウクライナ侵攻も収束の兆しが
無く、材料・原油の高騰により経済
活動の先行き不安は拭えない状況
です。組合員企業の皆様におかれて
は、様々な対策を講じられるととも
に従業員の皆さんの生活にも大き
な変化が続いていることと存じま
す。組合事業においては感染症対策
を講じながら、研修会の再開や事業
実施に向け準備を進め、組合の付加
価値向上に繋げていきたいと考え
ています。短い梅雨も明け、暑い夏
が続きますが、熱中症など体調管理
には充分に注意をしていただきた
いと思います。事務局一同、組合の
発展と組合員企業の皆さまのご繁
栄のため、努力を続けますのでどう
ぞよろしくお願いいたします。

事務局より

　新型コロナウイルス感染症によ
り多大な影響を受けていた我が国
の経済活動も、５類移行に伴う行
動自粛要請解除により活性化が期
待されております。一方、ウクラ
イナ情勢などによる国際情勢の不
透明感の影響は否めません。
　当工業団地を取り巻く状況とし
ては、圏央道の整備など交通イン
フラ優位性が高まったこと、また
インターネット通販の急拡大など
消費者行動の変化により、大型物
流施設の進出が継続。交通量増加
による影響が新たな課題として顕
在化しています。
　こうした中、新会館が完成し、
今年度の総会を開催させていただ
くことができましたこと、改めて
皆様に感謝いたします。
　事務局一同、組合の発展と組合
員企業の皆さまのご繁栄のため、
努力を続けますのでどうぞよろし
くお願いいたします。


